
紙幣に関する事実のあれこれ 
 
名前の由来：南北戦争の費用捻出のため、米国政府により 1861 年に発行されたみど

り色の裏面の無利子証書の約束手形は、その色から「みどり紙幣」とニックネーム

が付きました。 
 

不朽の価値：1861 年以降に発行された紙幣は、すべて合法なものとして使用するこ

とができ、額面通りの価値があります。米国は一度もその価値を下げたことはあり

ません。 
 

色の復活？：最新の米国紙幣で背景色のあるものは、1905 年シリーズの、ほのかな

金色が施された 20 ドル金証券です。 
 

女性の肖像画：マーサ・ワシントンは、米国紙幣に肖像画が描かれた唯一の女性で

す。その肖像画は 1886 年、1891 年、1896 年に発行された 1 ドル銀証券に描かれて

います。 
 

一番高いお札：造幣局によって発行された一番高価な紙幣は、1934 年シリーズの 10
万ドル金証券です。この紙幣は一般の市場には出回らず、連邦準備銀行と財務省間

の取引にのみ使用されました。 
 
「In God We Trust（神への信頼）」：この一文が初めて採用されたのは、1864 年の米国貨

幣でした。約 1 世紀を経て、議会はこれを公式の国家モットーとし、米国の貨幣と紙幣の

両方にこれを施すことが義務づけられました。このモットーの使用は、数年に渡って何度

もその是非が裁判所で争われてきましたが、1977 年の最高裁判所を含む、数々の裁判所で

幾度となく支持を受けてきました。 

紙幣はここから始まる：1862年の2月から、肖像画を含む紙幣のデザインは、財務省長官の

責務とされてきました。2004年後半発行予定の新50ドル札のデザインは、ジョン・W・ス

ノー現長官が承認しました。 
 
故人の肖像のみ：1866 年から紙幣には存命中の人物の肖像画を載せてはいけないと、米国

法で決められています。 



持続する権力：1929 年から米国紙幣には同じ歴史的人物が描かれ続けています。 
 
お札の再生紙への使用：市場に出回った紙幣の一部は、連邦準備制度によって回収さ

れ、再生されて文房具になっています。 
 
署名の苦しみ！：1861 年、米国政府が最初に紙幣を発行した際、すべての約束手形は

財務省登録局の代表らと財務官の手によって 1 枚 1 枚に署名されていました。非実用

的な行為であることから、紙幣への署名の印刷を議会に承認させるという制度が生まれ、

この決定は 1862 年発行の米国紙幣の最初のシリーズから採用されました。 
 

「1」は最も少ない数字ではない：最も多く発行されているのは、1 ドル札です（1 ド

ル札は全体の 45 パーセントを占めます）。 
 
巨大な「お金ベルト」：米国紙幣は 1 年間に 80 億枚が発行されています。これは地球

の赤道を 30 回以上巻くのに十分な数です。 
 
1 マイルの高さのお金：1 マイルの高さの紙幣の山は、1450 万枚分のお金に相当します。 
 
ところ変われば品変わる：国内で最もよく使われている紙幣は 1 ドル札と 20 ドル札な

のに対し、海外で一番使用が多いのは 100 ドル札です。 
 
1 ポンドの重さには…：額に関係なく、お札一枚の重さはだいたい 1 グラム。1 ポンド

は 454 グラムですから、1 ポンドは 454 枚のお札ということになります。 
 

赤、白、青：自然な色の米国紙幣は 25 パーセントの亜麻と 75 パーセントの綿ででき

ています。様々な長さの赤と青の合成樹脂で、紙幣は均等に染められています。 
 
丈夫！：米国紙幣は二つ折りを 4000 回以上繰り返さないと破れません。 
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